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酒造好適米品種「吟ぎんが」について、期待生育量である㎡当たり籾数を確保し、白

米中粗タンパク質含有率を適性範囲に収めるための栄養診断基準を策定し、栄養診断値

による追肥判断の目安を示した。 
 
１．栄養診断基準 
 １）期待生育量である㎡当たり籾数（２５～２８千粒）を確保するための栄養診断値及び簡易栄養

診断値の基準を表１、２のとおりとする。 
表１ 栄養診断指標 

診断時期 分げつ期 幼穂形成期 減数分裂期 
項目 （６月下旬）   
地上部乾物重（ｇ／㎡） １６５～１８５ ３９０～４８０ ５９０～７２０ 
稲体窒素濃度（％） ２．０～２．６ １．１～１．６ ０．９～１．２ 
窒素吸収量（ｇ／㎡） ３．４～４．４ ４．６～６．７ ５．８～８．１ 

 
表２ 幼穂形成期・減数分裂期における稲体窒素濃度に対応する葉色及び簡易栄養診断値 

葉色対応値 簡易栄養診断値 
時 期 測 定 法 

（葉位：ｎ－２） 草丈(cm)×茎数(本／㎡)×葉色値 
葉緑素計 ３３～４０ １．１５～１．４５×１０６ 

幼穂形成期 
カラースケール ４．４～５．８ １．５５～２．００×１０５ 
葉緑素計 － １．１０～１．３５×１０６ 

減数分裂期 
カラースケール － １．６０～２．１０×１０５ 

注）葉緑素計は、ミノルタ社製 SPAD-502を使用。 
 
 ２）幼穂形成期の栄養診断値（簡易栄養診断値）による追肥判断の目安 
            

幼穂形成期      減数分裂期 
 
基準値未満       ◎         × 
 
 
基準値以内       ×         ◎ 
 
                                

                                                              基準の上限以下  ◎ 

基準値を超える     ×     再度栄養診断を実施    

                               基準値を超える × or 減肥 
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